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特集

仕事が減った、不安な気持ちが強くなった
～コロナ禍のACW2会員アンケートから～

回答してくれた 105人の会員の属性　

年齢 :30代 12人、40代 28人、50代 32人、60代 27人、70歳以上 6人

雇用形態 :正社員 23人　非正規雇用 51人、自営業 3人、学生 1、無職 12人でした。

その他は非正規公務員、副業、会社経営、ボランティアなど

次ページ上段の労働力調査は 2020年 4月のものです。ACW2の会員の属性も連動して見

えます。

コロナ自粛で就業人口が減少したのは女性の非正規雇用であることが分かります。
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◎会員は、どうでしょうか　収入が減って苦しくなったが 24人です。

具体的には仕事が減った 41人、雇い止めになった 7人、解雇された 7人　と影響を受けた

人が 56人と半数以上いました。
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◎急に緊急事態宣言が出されて IT 機器の格差があるのではないかと危惧しての質問です。

読書会で一人の常連の会員が参加できなくなりました。 たった一人ですが、コロナ禍で無

視できない課題です。またスマホで参加している人の中にも通信容量制限で使えない人や会社

のパソコンはあるけれど家にはパソコンがない人もいます。

◎ ITの利用はメールが最も多く 103人、次に SNSで 96人、ショッピング 70人

　オンラインセミナーやミーティングへの参加は全体から見れば少数でした。

◎パソコン 90人を持っていなくてもスマートフォン 86人かタブレット 50人
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以上が単純集計の分析です。また子供の休校で影響を受けた人、雇止め解雇によって生活に

直撃を受けた人。」」政府の現金給付金などの遅れにたいする怒りなども記載されてます。もっ

とも多かったのは、見えないコロナ感染に対する不安でした。そこで 6月 28日　ZOOMで

コロナケアおしゃべり会を企画しました。

ACW2 では、運営委員会、事務局会議　相談員トレーニング、読書会、手芸の会、性と私 

を語る会などなど、すべてが　ZOOM に切り替わりました。

まだまだ、ネット環境が整って いない方が入りづらい状況の一方で遠方から参加すること

も可能となっています。

ネット環境 を整えながら、初めての方にも届くように、　今後も工夫を重ねていきます。

コロナ感染が終息するまでは、 できる事には制約がありますが一緒に対応を考えたいと思い

ますので遠慮なく申し出てくれると 嬉しいです。

アンケート回答者の中で 56人が連絡先を書いて下さりました。ありがとうございます。

今後、個別にメールなどしてさらに詳しくお聞きしますので、よろしくお願いします。

アンケートは、4月 18日から 5月末までに実施した

文責　伊藤みどり

　

ホームヘルパーで働いている人の労働に関してのアンケート調査
をホームヘルパー国賠訴訟・原告団・弁護団で始めました。右記の
QRコードから回答できます。お知り合いのホームヘルパーさんに
教えてください。 伊藤
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6/28ZOOM

コロナケアおしゃべり会を開催しました
参加者は、運営委員の他に、大阪、神奈川、東京、福島、海外から地域や時差の壁を乗り超

えて参加してくださいました。オンラインで参加しやすくなり何故、ACW2に入会されたの

かも聞けて嬉しかったです。（み）

はじめに『対話の土壌をか・も・すワークブック』にある「からだマップ」で、自分のからだ

の状態に意識を向けたあと、それぞれの現状や気持ち、よかったこと、怒っていることなどを、

ゆるゆると聴きあいました。いろいろな状況や考えを聴いていくうちに、住むところや立場が

違っても、情報を共有し、一緒に方法を考え、励ましあって理不尽な状況を乗り越えていくこ

とができるのではないかと勇気がわきました。（さ）

参加した方のうち４人の方から感想をいただきました。

コロナケアおしゃべり会では、新しく入会された方が参加されていて、お話を聞けて良かっ

たです。「どうして acw2に入ったのか ?」という話を参加者の人が話したのも良かったです。

集まることがどうしても難しいので、これからもオンラインで、お話をする会があるといい

なと思います。（あっこ）

会話の中で ACW2に関心を持ったきっかけを思い出しました。

賃労働をしていた時に感じた理不尽よりも、最近では、家事育児介護に女性が低賃金もしく

は無償で従事せざるを得ない社会構造や、日々の暮らしや命を守るための大切な仕事が「低付

加価値労働」と呼ばれることに疑問を持っていていたので、「働いている」とさえみなされない

女性もすくい上げてくれそうな ACW2に興味を持ちました。100年ビジョンをよく読んでみ

たいとおもいます。（たまみ）

今日は楽しかったです。もう少し時間が長くてもよかったかなと思いました。自分の過去の

経験とかも役に立てた感があり、うれしかった。また、参加したいです。（おまき）

ここにいると訳がわからないことばかりで、モヤモヤばかりなのですが、同じような思いを

されている方がいると思うだけで、私が悪いわけではないと思い、自信が持てました。（noriko）

お詫び：感想文を頂いていたのにこちらが紛失してしまい、載せられなかった方、申し訳ありませんでした。
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労働相談の現場から

縦割り行政を実感した
withコロナの相談体制

はてな子

私の仕事は都道府県労働局の総合労働相談コーナーの労働相談員です。

総合労働相談コーナーとは、「解雇、雇止め、配置転換、賃金の引下げ、募集・採用、いじめ・

嫌がらせ、パワハラなどのあらゆる分野の労働問題」の窓口となっていますが、実際は、労働

基準法違反の入口相談も受けるという、なんでも労働相談窓口となっています。労働者・事業

主の双方からの相談を受けて、「個別労働関係紛争の解決の促進に関する法律」に基づく「助

言・指導」や「あっせん」を案内しています。

総合労働相談窓口は、各県とも労働局内と各労働基準監督署内に相談コーナーが設置されて

いますが、その相談を受けるのは、非正規公務員の相談員がメインです。

今回、総合労働相談コーナーは「新型コロナウィルス感染症の影響による特別労働相談窓口」

に指定され、最前線で相談を受けることになりました。窓口が設置されたことは当然のことだ

と思いますが、しかし、その体制の在り方にはいろいろ考えさせられました。

オンラインダイヤモンドによれば、パーソル総合研究所が全国約 2万 5千人を対象とした

アンケート（4月）によると、在宅勤務を実施している割合は正社員の 27.9%に対し、非正規

社員は 17%と 10ポイント余りの差があった（2020.6.27）ということですが、

なんと !!これに近い状況が発生したのです。

新型コロナウィルスによる緊急事態宣言が発令され、労働者の健康を守るためと密を減らす

ということで、行政も出勤人数も減らすことが求められ在宅勤務が始まりました。こうした状

況下で、労働基準監督官は在宅勤務があったにもかかわらず、私たち労働相談員は、コロナの
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特別相談窓口という理由のために通常通りの勤務だったのです。（もちろん、部署によっては、在宅

勤務をした非正規公務員もいます）

特別相談窓口の相談内容は、私たち労働相談員でないと受けることができない相談ではあり

ません。今回は、労基法 26条（休業手当）の相談や平均賃金の算出方法が多かったように思い

ます。それでも、なおこのような体制が取られてことには ???です。

 

行政は縦割りと批判されることが多いのですが、内部も縦割りが基本原則なのだということを

実感しました。やろうと思えば、組織の枠を超えて協力体制をとることはできると思うのです

が、そのような対応はとられませんでした。これが、行政の根本的な姿勢の在り方かと思うと

とても残念です。

相談員トレーニングをZOOMで受講して

日常、すぐに生かせるヒントも　
ゆっけ（相談員トレーニング受講生）

5月から acw2の相談員トレーニングもオンライン（ZOOM）に切り替わっており、私は久し

ぶりに補講の形で参加した。　

いきなりですが、皆さんに質問です。①テレビ電話（ZOOMやスカイプなどのオンライン）と、②

電話、どちらがより相手の本音を聞き出すことができるでしょう ?　　　　

答えは②電話。電話はテレビ電話に比べ、不自由なコミュニケーション手段である。しかし

顔も見えない、音しか聞こえない状況だからこそ、人はいつも以上に懸命に伝えようとする。

互いに何かを感じ取り、理解しようとするのだという。その結果、幸福度も高くなるという研

究結果があるーー合っていますよね、講師の高山直子さん ?　メモをもとに書いたことなので
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少しだけニュアンスが違っていたらすみません。

ここ数ヶ月、仕事で ZOOMに張り付く日々を送っているのだが、視覚的な情報に惑わされ

てしまいがちだ。ZOOMやスカイプなどを使ったことがある人なら分かって頂けると思うが、

パソコン画面には常に自分の顔が映し出されている。鏡に向かって話しているのと同じ状況だ。

「ZOOMよ、ZOOMよ、ZOOMさん、あれれ、こんなところにしみがある、、、後ろに洗濯物

が映りこんでいる ??」などなどつい気になってしまう。

私は一対一でインタビューをすることがよくあるのだが、特に初対面の場合、相手が画面に

ドーンと出てくると気恥ずかしく、視線のそらしようがないので、いつもより緊張してしまう。

リアルでインタビューする時は決して正面には座らないし、目線を少しそらして話を聴くこと

も多い。でも ZOOMの場合、視線を外せば「ちゃんと聞いてますか ?」ということになってし

まう。

電話のほうが幸福度が高いというエビデンスを得た私はそれ以降、許される限り、ZOOM

ではなく、電話でインタビューを行うようにしている。その効果はあったと個人的には思って

いる。

何だか自分にとっての気づきに終始してしまったが、参加した回のメインテーマは「傾聴」。

今や広く使われるようになった傾聴という言葉だが、傾聴にもスキルが必要なことを教えられ

た。その一つが「non judgemental 」。講師の高山直子さんによれば、「相手の世界に一歩足

を踏み入れて、相手の世界の基準と価値観でまずは話を聴くこと」なのだそう。

人は無意識のうちに自分の価値観や判断基準で物事を考えがちであり、他人をその中で判断

してしまう傾向がある。そしてやはり気づかぬうちに自分の価値基準を相手に押しつけてしま

うことがあるのだという。なるほど。確かに、そう言われれば思い当たる節があるし、遠回し

に自分の価値基準を人に押し付けてしまっていることがあるなと反省する。

だからといって「non judgemental」は相手の言うことを無条件に受け入れることではない。

“受け止める”ことはあっても“受け入れる”こととは異なる──などについて学んだ。

相談員トレーニングは acw2で電話相談を受ける人を養成することが目的ではあるけれど、

それでも学んだことは日常生活に即、生かせるものばかりだと感じる。しばらくはオンライン

開催が続くと聞くが、次回も何が飛び出すのか楽しみだ。
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フェミニズムを実践する場としての読書会
白百合女子大学生涯発達研究教育センター研究員

足立にれか

今年 1月から始まった「フェミニズム理論」（ベル・フックス著）を読む読書会に参加させて頂い

ている。ACW2に入会して日も浅かったが、本書への興味を共有する人たちとの出会いを期

待して御徒町の事務所のドアを叩いた。途中から Zoom参加へと切り替わりつつ、その日か

ら数えて 6回目の参加となる読書会について簡単に紹介し、それを感想としたい。

初回の参加時に最も気になるのは参加メンバーである。今回の読書会に参加しているメン

バーは、（推定）20代から 60代くらいと年齢層の幅が広い。それぞれが過ごしてきた年代、社

会的な立ち位置、個人毎に体験しているジェンダー /フェミニズム問題や意識の違いが、ベ

ル・フックスの（執筆当時の）問題設定や問題意識についての多様な理解や解釈を呼び込むため、

話題が多方面に広がり楽しい。実際、本を読み進めながら現代の日本社会に通じる問題群に嘆

息しつつ、ときおり笑い声も出るような明るい雰囲気で会は進行している。

会では、たとえば「暴力」の章が取り上げられた今回は、男性の暴力だけでなく女性の暴力

を指摘するフックスの話を受けて、帝国主義を支持した多くの白人女性と同様、日本でも戦争

に加担した女性が数多く存在したこと、女性が同性や子ども、性的マイノリティの抑圧者や加

害者になることが話し合われている。また、パートナーとの性交渉に暴力が入り込む問題から、

その背景に、多くは暴力と性（愛）をセットにした男性視点優位のポルノが若者の性の教材と

なる状況が続いていること。日本の性教育が遅れている原因の一つに、おそらくそのように

「教育されてきた」面々が教育界含め要職に就いていることなどが指摘され、そこからドイツ

のポルノ映画祭 1のような、現状を変えていくきっかけを作れないものかというところにまで

話が及んでいる。

前回読んだ「女性を教育する」の章では、フェミニズム運動に女性の識字率向上の取り組み

を含めることの重要性が強調されていた。言葉が思考力や想像力を高め、今ではない未来や現

状とは異なる世界を想像 /創造するために不可欠だからである。同様に、複雑で抽象的な学術
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用語や専門用語が多用されるフェミニズム理論や思想は、取り付きにくく理解しにくいと敬遠

されがちだが、現場で出会う目の前の問題群に向かうとき、理論や思想は先を見通す力となり、

進むべき方向性を指し示し、現在の行動に意味を与えるものとして不可欠であるとフックスは

言う。本読書会はそうした理論や思想を、立場を超えて広く共有するための場であり試みであ

ることは言うまでもない。貴重な機会を提供して頂いていることについて、主催者含めた参加

メンバーの方々に、あらためて感謝の気持ちを表したいと思う。

――我らはみな泥（gutter）の中にいる。でもそこから星を見ているやつもいるんだ。　　

オスカー・ワイルド

1. 小高麻衣子 （2019）　フェミニストも納得する「ポルノ」とは ?　独ベルリンのポルノ映画祭で考えるポル
ノの意味、そしてその力［https://hbol.jp/205769?cx_clicks_art_mdl=1_title（取得日 2020.06.28）］

脱資本主義的生活で「いのちの洗濯」
小林　蓮実

2019年 7月下旬、千葉県南房総市に移住した。県北出身でも、二十数年間を都内の中央線

沿線で過ごしていたのだが。

移住の背景には、十年以上描き続けてきた、「オルタナティブ・ライフの実現」という夢が

あった。

都内で出版・広告・Webなどのライターや編集の仕事

をしながら、フリーランスの労働運動などを実践。その

際にも、仲間とのプロジェクトを手がけ、仕事づくりに

挑戦したこともあった。だが、それらにも限界はあり、

「好きなことを仕事にしようなんて、そんなフリーラン

スの問題は自己責任」との声に追われ続けたのだ。
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また、好きで得意なことだけをすることで生き延びてきたが、行きすぎた分業により、私た

ちは生きる力を失っていると考えていた。

そこで、移住してから、まず、2拠点居住の方の田畑を手伝う。すると、わたしも畑を無料・

道具・指導つきで借りられることになった。農家さんや漁師さんの知り合いも増え、空豆・夏

野菜などが収穫できれば、物々交換で食材があふれる。お返しを期待せず、感謝の意をこめて

渡すだけで、買った物を渡す以上に喜ばれ、そしてさまざまなものが返ってくるのだ。わたし

は、「全人類は食べるものを作るか採るか捕るべき」と、よく口にしている。食べるものがあ

れば死なない。ちなみに、移住後に免許を取得し、中古の軽バンを購入して自力で塗装やステ

ンシルも加えた。室内にも野の花や JAや道の駅で購入する安価な花、ハーブや多肉植物を常

に配している。いろんな「モノ」も譲ってもらったりしやすい。思考との矛盾が少ない生活は、

ストレスを激減させてくれる。

ただし、家賃・税金・水道光熱費をはじめ、金融に汚染されていなくてもやはり田舎だって

資本主義下にあることは都会同様。個人的には、東京などの仕事は継続し、また地域に役立つ

ような仕事もしている。夏からはさらに、人が集まる場づくりなども手がける計画だ。

そして日々、「豊かさ」について実感している。ここが温暖で、あまり手をかけずとも生育

するものが多いことは、大変すばらしいことだと思う。海や山、田畑や夕陽を眺めながら、鳥

や虫、獣とともに生きる。田舎の課題は多いが、金のことに追われすぎない暮らしのなか、本

当にみんなのびのびしているように感じられる。それは、生物としての本能が刺激され、満た

されているからかもしれない。コロナ感染者も関西旅行帰りの 1名以外、市内に出ていない

のだが、気候・ウイルス・獣との共存を考えるとき、わたしは人類滅亡の覚悟についても思い

を巡らせた。次は何を考えることになるだろうか。
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目標100万円。

オンライン寄付サイトGive Oneからの寄付で
コロナ禍のホットラインを支えてください。
このコロナ禍で、困っている女性たちの声をききとりたい。
あなたの力を貸してください。1万円で４件の無料相談電話をとれます。
定額給付金の使い道を考えていらしたら、ぜひホットラインのパトロンに。

このほど、税控除のできる GIVE ONEのサイトが一新されました。
私たちも運営委員のアタマ寄せ集め、ナガノハルさんのイラストの力も借りて、
すてきなページになりました。
超わかりやすいテキストは田中さん、ページデザインは佐野さんの作。
ACW2ホームページから、自慢のサイトをぜひごらんください。

パートや無職の方の切実な声、財政は火の車
今年上半期の相談は約 100件。
例年より少ないのは、財政難でフリーダイヤルを１回線にしているのも一因です。
相談者の正社員と非正社員の比率は 1：5で、パートはコロナでもおちおち休んでいられない
と言う声が。雇用不安、いじめや人間関係の悩みが多く寄せられています。
セクハラのご相談も受けています。
あなたの浄財を、喉から伸びる手で受けとめます !
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カンパ歓迎
!!

500円～
参加費



住所│〒110-0015　東京都台東区東上野1-20-6　丸幸ビル3階 
TEL│03-6803-0796　FAX│03-6803-0726　e-mail│office@acw2.org
HP│http://wwt.acw2.org/　Twitter│https://twitter.com/acw2org
正会員年会費│（性自認女性） 1口 3,000円　オプション5,000円  または  10,000円
 生活困窮者2,000円
通信/サポート会員│（男性も歓迎） 1口3,000円（何口でも可）
郵便振込│00130-1-669637
銀行口座│三井住友銀行 渋谷支店　普通8658522

本文600文字程度を目安に、「かもす通信おたより係」あてに
メールにてお送りください。掲載までに時間がかかる場合が
あります。また、 必ずしも掲載をお約束するものではありま
せん。※編集メンバーも募集中。お気軽にお問合せください。 

2020年7月発行　第48号/編集・発行　はたらく女性の全国センターACW2

ホームページ、ツイッター、会員メーリングリストで毎日情報更新中

はたらく女性の全国ホットライン 0120-787-956
毎
月   5･10･15･20･25･30日   の平日│18:00～21:00  土日祝日│14:00～17:00 

会員のあなたもぜひご利用ください。毎月5日はセクハラ集中相談日

感想など会員のおたよりを
お待ちしています

3月30日（月） ホームヘルパー国家賠償訴訟　第2回　裁判
4月18日～5月末 会員アンケート実施
4月26日（日） ビジネスミーティング　第2回（zoom）

4月28日（火） 読書会　ベルフックス　第4回（スカイプ）　8人参加
5月8日（金） 相談員トレーニング　第3回（zoom）　受講11人
5月9日（土） 性と私を語る会　登録制（zoom）　5人参加
5月22日（金） ちまちま手芸の会（zoom）　6人参加
5月26日（火） 読書会　ベルフックス　第5回（zoom）　6人参加
5月31日（日） ビジネスミーティング　第3回（zoom）

6月12日（金） 相談員トレーニング　第4回（zoom）　11人参加
6月23日（火） 梨の木チャンネルアカデミー　第1回コロナ禍で加速する女性労働問題（zoom）

 講師：伊藤みどり　25人参加　ACW2からも複数参加
6月24日（水） 読書会　ベルフックス　第6回（zoom）　6人参加
6月28日（日） オープンミーティング　第4回　＋コロナケアおしゃべり会（zoom）

毎月　5日、10日、15日、20日、25日、30日　ホットライン

活動日誌

私は訪問介護の仕事をしていますが人が生きてい
くために必要な仕事と実感してます。ACW2の
仕事は在宅に切り替え電車に乗る時間が節約出来
たので私の人生の振り返りを始めました。今月号
も皆さん楽しんでください。（み）

私は周囲の大人やマスメディア・広告が見せてくる
価値観を学習し内面化してきたのを実感します。
その植民地化に抗いたい。主流の価値基準がこれ
まで切り捨て、価値がないかのように仕立ててき
た話に光をあて、自分の物語を取り戻したい。（さ）

編
集
後
記


